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枚
方
宿 

鎌
倉
時
代
に
は
、
枚
方
に
街

道
の
関
所
が
あ
り
、
関
銭
（
通

行
料
）
を
取
っ
て
い
た
ら
し
い
。 

枚
方
は
、
江
戸
時
代
、
天
下

を
統
一
し
た
徳
川
家
康
が
宿
駅

制
度
の
整
備
を
す
す
め
、
元
和

２
年
（
１
６
１
６
）、
京
と
大
阪

の
ほ
ぼ
中
間
に
で
き
た
宿
場
町

と
し
て
栄
え
、
町
家
の
表
で
は

紀
州
・
泉
州
の
大
名
の
参
勤
道

路
、
裏
で
は
淀
川
を
上
下
す
る

過
書
船
の
中
継
港
と
し
て
、

京
・
大
阪
間
の
要
所
と
な
り
京

街
道
一
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。 

東
海
道
57
次
は
、
参
勤
交
代

の
西
国
大
名
が
入
洛
し
朝
廷
に

接
触
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
伏

見
を
通
る
洛
中
を
迂
回
す
る
経

路
と
し

た
。 枚

方

宿
は
、

東
西
１.

５
km
、

道
幅
４
．

5

ｍ

で
、
人
足
百
人
、
馬
百
疋
を
常

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

市
で
は
、
枚
方
宿
地
区
の
街

道
を
中
心
に
街
な
み
環
境
整
備

事
業
と
い
う
国
の
制
度
を
活
用

し
、
住
宅
の
修
復
や
修
景
に
対

し
て
助
成
を
行
い
京
街
道
の
街

並
み
を
整
備
し
て
い
る
。 

郵
便
屋
の
渡
し
跡 

昔
、
淀
川
に
は
橋
が
な
く
、

こ
こ
に
は
唯
一
の
交
通
手
段
で

あ
る
大
塚
の
渡
し
が
あ
っ
た
。

明
治
10
年
に
、
対
岸
に
鉄
道
が

通
っ
て
か
ら
は
、
こ
ち
ら
側
の

郵
便
物
を
渡
し
で
運
び
、
国

鉄
・
高
槻
駅
ま
で
運
ば
れ
た
そ

う
で
す
。
石
碑
に
よ
る
と
毎
日

１２
時
に
渡
し
が
出
て
い
た
。 

 
  

 

枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館 

 

京
街
道
に
面
す
る
枚
方
宿
を

代
表
す
る
町
家
で
、
千
八
百
年

代
初
頭
に
建
築
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
３
間
続
き
の
客

間
と
広
間
が
あ
り
、
客
人
が 

酒

や
団
子
等
を
供
し
な
が
ら
伏
見

と
大
坂
を
結
ぶ
三
十
石
船
を
待

つ
の
に
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。  

 
 

江
戸
時
代
に
栄
え
、
近
年
ま
で

料
亭
を
営
ん
で
い
た
が
、
廃
業

後
に
枚
方
市
が
譲
り
受
け
て
平

成
１３
年
７
月
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

改
装
オ
ー
プ
ン
前
の
平
成
９

年
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
主
屋
は
、
淀
川
沿
い
の
旧

東
海
道
（
京
街
通
）
に
面
し
て

通
り
庭
、
起
り
屋
根
、
摺
り
揚

げ
戸
な
ど
、
江
戸
時
代
の
町
家

の
建
造
物
で
あ
る
。 

起
り
屋
根
（
む
く
り
や
ね
）
は
、

棟
か
ら
軒
先
へ
い
く
ほ
ど
下

り
勾
配
が
強
く
な
る
。
起
り
屋

根
は
草
庵
や
数
寄
屋
に
多
く
、

質
素
に
し
て
控
え
め
、
洗
練
さ

れ
た
面
持
ち
が
あ
る
。 

別
棟
２
階
に
６３
畳
の
大
広

間
が
あ
り
、
枚
方
市
の
文
化
行

事
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

床
の
間
前
に
は
、
金
の
竜
の
欄

間
が
揚

が
っ
て

い
る
。 

床
の
間

柱
、
天

井
、
ふ

す
ま
、

建
具
は

高
級
料
亭
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
が
今
も
そ
の
ま

ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

鍵
屋
前
で
は
「
餅
く
ら
わ
ん

か
、
酒
く
ら
わ
ん
か
」
と
乱
暴

な
口
調
で
酒
や
食
べ
物
を
売

り
つ
け
る
、
く
ら
わ
ん
か
舟
が

名
物
と
な
り
、
そ
の
様
子
は
歌

川
広
重
の「
京
都
名
所
之
内 

淀

川
」
や
十
返
舎
一
九
の
「
東
海

道
中
膝
栗
毛
」
に
も
描
か
れ
て

い
る
。 

鍵
屋
は
「
こ
こ
は
ど
こ
じ
ゃ
と

船
頭
衆
に
問
え
ば
こ
こ
は
枚

方
鍵
屋
浦
、
こ
こ
は
枚
方
鍵
屋

の
浦
よ
綱
も
碇
も
手
に
つ
か

ぬ
、
鍵
屋
浦
に
は
碇
が
い
ら
ぬ

三
味
や
太
鼓
で
船
と
め
る
」 

と

「
淀
川
三
十
石
船
唄
」
に
唄
わ

れ
て
い
る
。 

枚
方
本
陣
跡
他  

  

枚
方
宿
は
、
本
陣
（
大
名
や

旗
本
、
幕
府
役
人
、
勅
使
、
宮
、

門
跡
な
ど
が
使
用
し
た
宿
）、

脇
本
陣
、
家
老
専
用
本
陣
、
問

屋
場
（
と
い
や
ば
、
馬
や
人
足

の
手
配
場
所
）、
旅
籠
（
は
た

ご
、
庶
民
の
宿
屋
）
５５
軒
、
船

宿
、
茶
屋
、
寺
院
、
民
家
約
四

百
軒
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い

た
。 参

勤
交
代
の
際
に
は
親
藩

や
譜
代
な
ど
徳
川
家
に
縁
故

の
大
名
が
枚
方
宿
で
休
泊
、
１

８
４
１
年
、紀
州
徳
川
家
１１
代

藩
主
徳
川
斉
順
の
参
勤
交
代

で
は
武
士
一
六
三
九
人
、
人
足

二
二
三
七
人
、
馬
百
三
頭
が
枚

方
宿
で
休
泊
し
た
。 

淀
川
資
料
館 

淀
川
改
修
着
手
百
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
昭
和

52
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

徳
川
の
初
期
、
世
相
の
安
定

と
と
も
に
淀
川
で
結
ば
れ
て

い
た
伏
見
・
大
阪
間
の
交
通
機

関
と
し
て
旅
客
専
用
の
船
「
三

十
石
船
」
が
登
場
す
る
。
米
を

三
十
石
積
め
る
こ
と
か
ら
三

十
石
船

と
呼
ば

れ
、
別

名
を
過

書
船
と

も
云
わ

れ
て
い

た

。 

全
長
約
17
㍍
幅
約
2
．
5
㍍

乗
客
定
員
28
人
～
30
人
、
船

頭
は
当
初
4
人
と
決
め
ら
れ

て
い
た
が
、
幕
末
に
は
「
早
舟

三
十
石
船
」
が
現
れ
船
頭
も

4
・
5
人
～
5
・
6
人
に

な
り
、
上
り
下
り
共
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
。  

 

淀
川
資
料
館
に
は
、
人
々
の

く
ら
し
と
淀
川
の
か
か
わ
り

を
偲
ば
せ
る
資
料
や 

絵
画
、当

時
の
道
具
、
模
型
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。  

明
治
時
代
、
淀
川
改
修
工
事

に
お
い
て
航
路
を
確
保
し
た

粗
朶
沈
床
工
が
舟
運
の
衰
退

後
、
現
在
の
ワ
ン
ド
と
な
り
、

天
然
記
念
物
の
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
が
生
息
す
る
な
ど
、
生
物
に

と
っ
て
貴
重
な
環
境
と
な
っ

て
い
る
。 

★
今
回
は
「
枚
方
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
の
寺
崎
み
ち

様
に
ご
案
内
頂
き
、
長
時
間
有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 

枚
方
市 

淀
川
を
知
り
・京
街
道
の
宿
場
町
を
散
策 

大
塚
地
区 

：

長
岡
京
市 
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10月度行事予定 
“歴史の散歩道：上牧地区” 

月  日：平成１９年１０月１８日（木）  
集合場所：阪急上牧駅 改札出口 １３：００集合 
順  路: 阪急上牧駅→本澄寺・三好達治記念館→春日神社  
         →鵜殿葭の原碑→道鵜町（バス停）→ＪＲ 高槻駅 
       本澄寺では、住職さんに説明して頂く予定です 

  

 

11月度行事予定 
  “歴史の散歩道：浦堂地区” 

月  日：平成１９年１１月１５日（木）  
集合場所：ＪＲ高槻駅北 ①バス乗り場  １３：００集合 
順  路:  ＪＲ高槻駅→浦堂下車→西蓮寺→安岡寺→常行寺 

→浦堂→ＪＲ高槻駅 

一般参加者歓迎です。名札をご持参下さい。 

 

 


